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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 松川浦及び松川浦流入河川（以下、河川）の堆積物の放射性セシウム（以下、137Cs）濃度は

外海の堆積物よりも高いこと、松川浦内外の堆積物 137Cs 濃度の差異に粒度が影響することが示

唆されている（渡部ら 2021）。松川浦内外を 5 群（河川、河口、浦内、湾口及び沿岸）に分け

て堆積物 137Cs 濃度と比表面積を調査・比較したところ、堆積物 137Cs 濃度は湾口を除くと河川

から沿岸まで段階的に値が低くなる傾向がみられ、粒度がその大きな要因と考えられた。そこ

で粒度の影響を除いた堆積物の補正 137Cs 濃度を算出し、河川が最も高く、次いで河口、浦内及

び湾口が同等の値であり、沿岸が最も低くなる傾向が明らかとなった。 
 

（１） 2021 年 5～10、12 月、2022 年 2、6、8、10 月、2023 年 2 月に図－１の 5 群 13 地点にて

採泥した。堆積物試料は、渡部ら（2021）と同様に 137Cs 濃度及び粒度を測定し、得られた

粒度の組成を用いて比表面積（堆積物の単位重量あたりの表面積）を算出した。 

（２） 5 群の堆積物 137Cs 濃度は、湾口を除くと河川＞河口＞浦内＞沿岸と段階的に値が低くなる

傾向がみられた（図－２）。 

（３） 5 群の堆積物の比表面積と 137Cs 濃度について Spearman の順位相関係数を求めたところ、

河川、河口及び浦内では有意な正の相関がみられた（図－３）。既往知見（e.g. He and Walling 

1996）により堆積物は比表面積が大きいほど 137Cs 濃度が高くなると報告されているため、

堆積物 137Cs 濃度の差異は粒度の違いがその大きな要因と考えられた。 

（４） 既往知見（Yoshimura et al. 2015）を参考に粒度の影響を除いた補正 137Cs 濃度を算出した

ところ河川＞河口≒浦内≒湾口＞沿岸となり（図－４）、湾口の高い 137Cs 濃度は粒度が小

さいことが要因の一つであると考えられた。 

 

２ 期待される効果 

（１） 松川浦の堆積物の 137Cs 濃度の蓄積メカニズムを解明する資料となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 補正 137Cs 濃度は絶対値そのものに意味をもたない。 
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Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 
 
 
 

図－１ 採泥群、地点（左：全体、右：湾口詳細）   図－２ 群ごとの堆積物の 137Cs 濃度 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図－３ 群ごとの堆積物の比表面積と 137Cs 濃度との関係 図－４ 群ごとの堆積物の補正 137Cs 濃度 
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＊ 令和 5 年度農林水産分野の先端技術展開事業のうち現地実証研究委託事業（ICT インフラ

を用いた効果的な種苗放流による資源の安定化）により実施 
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出典：地理院地図 Vector（https://maps.gsi.go.jp/vector/）を加工して作成 
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ある点を基準に、各試料の比表面積の基準値とのずれを補正することで、 
137Cs 濃度から粒度の影響を除いたもの。 

補正 137Cs 濃度の絶対値そのものは意味をもたない 

湾口 沿岸 

浦内 河口 

https://maps.gsi.go.jp/vector/

